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昨年を振り返りますと、今もなお続く新型コロナ
ウイルス感染症の中で非常に感染力の強い｢オミク
ロン株｣に置き換わり、第 波、第 波と爆発的な感
染者が確認され、私たちの日常生活や社会経済活動
にも大きな影響を及ぼしました。うきは市において
も、連日新規感染者数が増加し、市民の皆さまには
感染への不安やご不便をお掛けしたところでありま
す。重症化予防に有効なワクチン接種については、
生後 カ月～ 歳の乳幼児接種も始まり、全世代を
対象に安全に進めることができました。また、物価
高騰の影響を受ける市民や事業者の皆さまの下水道
使用料 カ月免除や 度に渡るプレミアム商品券発
行事業など、様々な支援策を行ってきたところであ
ります。今後も引き続き、社会全体で力を合わせて
感染症対策に取り組む必要があります。皆さまには、
感染予防のためにマスクの正しい着用・手洗い・手
指消毒・三密の回避・換気など基本的な感染対策に
努めていただきますようよろしくお願いいたします。
さて、 月にラグビーチーム｢ルリーロ福岡｣がう

きは市に誕生しました。国内最高峰のリーグワンへ
の参入を目指しながら、チーム活動として地域活性
化や社会貢献などにも取り組んでおり、うきは市と
しても応援していきたいと考えております。
また、 月の航空法改正に先駆けて、 月に

うきは市と西久大運輸倉庫株式会社、株式会社トル
ビズオンの 者で「ドローンを活用した持続可能な
地域づくりに関する連携協定」を締結しました。人
口減少により労働力が不足していく地方部において、
ドローンを活用することにより空路での輸送の確保
や災害時の被害状況の確認のほか、将来的には買い
物や移動が困難な方々に対する福祉施策にも役立つ
よう期待するものです。
令和 年を迎え、久留米・うきは工業団地に進出

された中山リサイクル産業株式会社の新工場がまも
なく完成予定です。廃木材や間伐材等が燃料等にリ
サイクルされることに期待をしております。そして、
三春工業団地の最後の 区画地には、株式会社九州
イノアックが進出され、今年から新工場建築工事が
始まるとお聞きしております。
また、かねてから福岡県により架け替えの工事が

進められております主要地方道八女香春線に架かる
今川橋と一般県道朝田日田線に架かる分田橋につい
てですが、それぞれ今年の 月と 月に完成します。

どちらも拡幅され、安全に走行できるものになりま
す。その他にも浸水被害が多発している県営河川
山曽谷川周辺整備として河川の改修・浚渫などの治
水対策を進めており、旧浮羽東高等学校周辺の浸水
対策については、市営河川の安免川の改修工事の詳
細設計を行い、今年中に工事着手ができるよう進め
ているところです。引き続き皆さまのご理解と
ご協力をお願いいたします。
そして秋には、道の駅うきはの隣にマリオット・
インターナショナル系列のロードサイド型ホテル
｢フェアフィールド・バイ・マリオット・福岡うき
は｣が開業予定です。このホテルのコンセプトは、
｢道の駅を拠点に地域の知られざる魅力を渡り歩く
旅を提案する」ことで、うきは市にはフルーツなど
の農産物や地域産品、温泉、森林、水といった観光
資源が豊富にあることから、外国人旅行者を含めた
観光客の受け入れと、まちの賑わいを期待しています。
また、現在発掘調査中の我が国最古級の西ノ城古

墳（双方中円墳）については、うきは市の歴史を
考える上で、とても重要な遺跡であり、その結果が
待ち望まれるところです。
なかなか収束がみえない新型コロナウイルス禍に

あって、長期化するロシアによるウクライナ侵攻、
円安などによりエネルギー・食料品等の価格高騰が
続いており、先の見えない厳しい状況にありますが、
基本的な感染防止対策を徹底、継続しつつ社会経済
活動の回復を進めるウィズコロナ時代を見据えて
「新しい生活様式」を踏まえた対策に取り組んで
参りたいと思います。
うきは市ならではの歴史や文化・自然などの特性

や地域資源を活かすとともに、先人から受け継いだ
魅力ある“うきは”にさらに磨きをかけ、誰もが健
康で心豊かな生活が送れ、次代を担う子供たちのた
めに夢と希望に満ちたうきは市のまちづくりを市民
の皆さまとともに進めて参りますので、市民の皆さ
まには一層のご理解とご協力をお願い申し上げます
とともに、本年が皆さまにとって幸多き素晴らしい
年となりますことを心より祈念いたしまして、新年
の挨拶といたします。

新年明けましておめでとうございます。市民の皆様に
おかれましては、健やかに新年をお迎えになられたこと
と、心からお慶び申し上げます。また平素より、市政に
対し深いご理解とご支援、ご協力を賜っておりますこと
に対し、年頭にあたり厚くお礼申し上げます。
新年を迎え、愛する郷土うきは市をこれからもしっか
りと子や孫に引き継いでいかなければならないと決意を
新たにしているところであります。
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